
 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２９日（第１号） 



 

 目次1－1 

平成２４年第３回豊能町議会定例会会議録目次 

平成２４年８月２９日（第１号） 

 

出 席 議 員 ……………………………………………   １ 

議 事 日 程 ……………………………………………   ２ 

開 会 の 宣 告 ……………………………………………   ４ 

町 長 あ い さ つ ……………………………………………   ４ 

開 議 の 宣 告 ……………………………………………   ４ 

会 議 録 署名 議 員の指 名 ……………………………………………   ４ 

会 期 の 決 定 ……………………………………………   ４ 

 

（報告） 

第 ３号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の  

       決定）…………………………………………………   ４ 

第 ４号報告 平成２３年度豊能町水道事業会計予算継続費  

       精算報告書報告の件…………………………………   ５ 

第 ５号報告 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点  

       検及び評価の結果に関する報告の件………………   ６ 

 

（議案提案説明） 

第３４号議案 豊能町消防本部及び消防署の設置等に関する  

       条例改正の件…………………………………………   ７ 

第３５号議案 豊能町火災予防条例改正の件………………………  ７ 

第３６号議案 和解及び損害賠償の額を定めることについて……   ８ 

第３７号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件………   ８ 

第３８号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事  

       業勘定補正予算の件…………………………………  １０ 

第３９号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計  

       補正予算の件…………………………………………  １０ 

第４０号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘  

       定補正予算の件………………………………………  １１ 



 

 目次1－2 

第４１号議案 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計補正  

       予算の件………………………………………………  １２ 

第 １号認定 平成２３年度豊能町一般会計歳入歳出決算の  

       認定について…………………………………………  １２ 

第 ２号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計事 

       業勘定歳入歳出決算の認定について……………… １４ 

第 ３号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計診  

       療所施設勘定歳入歳出決算の認定について……… １６ 

第 ４号認定 平成２３年度豊能町後期高齢者医療特別会計  

       歳入歳出決算の認定について………………………  １７ 

第 ５号認定 平成２３年度豊能町介護保険特別会計事業勘  

       定歳入歳出決算の認定について……………………  １８ 

第 ６号認定 平成２３年度豊能町下水道事業特別会計歳入  

       歳出決算の認定について……………………………  １９ 

第 ７号認定 平成２３年度豊能町生活排水処理事業特別会  

       計歳入歳出決算の認定について……………………  ２０ 

第 ８号認定 平成２３年度豊能町水道事業会計決算の認定  

       について………………………………………………  ２１ 

 

 

散 会 の 宣 告 ……………………………………………  ２３ 

 



 

 1－1 

平成２４年第３回豊能町議会定例会会議録（第１号） 

 

年 月 日 平成２４年８月２９日（水） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 

       １番 橋本 謙司      ２番 井川 佳子 

       ３番 高橋 充德      ４番 岩城 重義 

       ５番 小寺 正人      ６番 山下 忠志 

       ７番 永並  啓      ８番 竹谷  勝 

       ９番 福岡 邦彬     １０番 秋元美智子 

      １１番 平井 政義     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により議会に出席を求めた者は、次のとおり 

である。 

町 長  池田 勇夫      副 町 長  室木 伸治 

副 町 長  田中  守      教 育 長  小川 照夫 

総 務 部 長  乾  晃夫      生活福祉部長  上林  勲 

建設環境部長  川上 和博      上下水道部長  高  秀雄 

教 育 次 長  桑田 良彦      消 防 長  西本 好美 

会 計 管 理 者  上西 悦子 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  乾  利昭      書 記  杉田 庄司 

書 記  高橋 欣也 

 



 

 1－2 

議 事 日 程 

平成２４年８月２９日（水）午後１時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 第 ３号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の 

             決定） 

日程第 ４ 第 ４号報告 平成２３年度豊能町水道事業会計予算継続費 

             精算報告書報告の件 

日程第 ５ 第 ５号報告 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点 

             検及び評価の結果に関する報告の件 

日程第 ６ 第３４号議案 豊能町消防本部及び消防署の設置等に関する 

             条例改正の件 

日程第 ７ 第３５号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

日程第 ８ 第３６号議案 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

日程第 ９ 第３７号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件 

日程第１０ 第３８号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事 

             業勘定補正予算の件 

日程第１１ 第３９号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計 

             補正予算の件 

日程第１２ 第４０号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定補正予算の件 

日程第１３ 第４１号議案 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計補正 

             予算の件 

日程第１４ 第 １号認定 平成２３年度豊能町一般会計歳入歳出決算の 

             認定について 

日程第１５ 第 ２号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計事 

             業勘定歳入歳出決算の認定について 

日程第１６ 第 ３号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計診 

             療所施設勘定歳入歳出決算の認定について 

日程第１７ 第 ４号認定 平成２３年度豊能町後期高齢者医療特別会計 

             歳入歳出決算の認定について 



 

 1－3 

日程第１８ 第 ５号認定 平成２３年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定歳入歳出決算の認定について 

日程第１９ 第 ６号認定 平成２３年度豊能町下水道事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

日程第２０ 第 ７号認定 平成２３年度豊能町生活排水処理事業特別会 

             計歳入歳出決算の認定について 

日程第２１ 第 ８号認定 平成２３年度豊能町水道事業会計決算の認定 

             について 

 



 

 1－4 

開会 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２４

年第３回豊能町議会定例会を開会いたしま

す。 

  定例会に当たりまして、町長より発言を

求められていますので、これを許します。 

  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、こんにちは。 

  平成２４年第３回豊能町議会定例会に当

たりまして、一言御挨拶を申し上げたいと

思います。 

  皆さんにおかれましては、大変お忙しい

中、全員御参集を賜り、本当にありがとう

ございます。厚くお礼を申し上げたい、こ

のように思います。 

  ちょうど、もう秋が近づいてまいりまし

た。稲の穂も、こんにちはという形の中で、

実りの秋というふうになっておりますけれ

ども、今はまだ残暑厳しいという暑さが続

いております。きょうは、先ほどからちょ

っと外へ出ますと、雨がぴりりとしてたん

ですけれども、もうやんでしまったという

ような状況下でございます。 

  私にとりましては、皆さん方にお世話に

なって任期４年、最終の定例議会というこ

とになりました。どうかひとつ皆さん方に

おかれましてはその点も加味をしていただ

きまして、よろしくお願いをしたい、この

ように思います。 

  今回、提案をさせていただいております

議案につきましては、条例改正２件、和解１

件、報告３件、補正予算５件、決算認定が８

件、合計１９件でございます。どうか皆さん

方におかれましては慎重に御審議をいただき

まして、御承認、御決定賜りますようにお願

いを申し上げまして、簡単でございますけれ

ども開会に当たりましての御挨拶にかえさせ

ていただきます。どうかよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  お諮りいたします。 

  議会広報特別委員会より、今会期中にお

ける写真撮影の申し出があります。 

  申し出どおり写真撮影を許可することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、今会期中、写真撮影を許可いた

します。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２０条の規定により、２番・井川佳子

議員及び３番・高橋充德議員を指名いたし

ます。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から９月１８日

までの２１日間といたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から９月１８日ま

での２１日間と決定いたしました。 

  日程第３「第３号報告 専決処分の報告

の件」の説明を求めます。 

  桑田教育次長。 
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○教育次長（桑田良彦君） 

  それでは、第３号報告、専決処分の報告

の件について御説明申し上げます。 

  豊能町立吉川中学校野球部の部活動に係

る事故について、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、平成２４年６月２２日

及び平成２４年８月６日に専決処分いたし

ました和解及び損害賠償について、同条第

２項の規定により御報告申し上げます。 

  専決第８号、事故の概要でございますが、

平成２４年４月３０日、月曜日午前１０時

ごろ、吉川中学校グラウンドにおいて、吉

川中学校野球部の活動中に部員が打った打

球が防球ネットを飛び越えて、相手方所有

の家屋に当たり、２階雨どいの一部を損傷

させたものです。 

  相手方は、豊能町光風台５丁目１０番地

の１、内山秋雄です。 

  和解の内容は、町の過失割合を１００％

とし、相手方所有家屋の雨どいの修繕費用

３万円を損害賠償金として相手方に支払う

もので、平成２４年６月２２日に和解をい

たしました。 

  続きまして、専決第９号、事故の概要で

すが、平成２４年６月１７日、日曜日午後

３時２０分ごろ、昇陽高等学校城山グラウ

ンドにおいて、吉川中学校野球部の活動中

に部員が打った打球が防球ネットを飛び越

えて、相手方所有の温室屋根に当たり、温

室ガラスを損傷させたものでございます。 

  相手方は、大阪市此花区朝日１丁目１－

９、昇陽高等学校、学校長、鶴巻榮二です。 

  和解の内容は、町の過失割合を１００％

とし、相手方所有温室の修繕費用２万3,０

００円を損害賠償金として相手方に支払う

もので、平成２４年８月６日に和解をいた

しました。 

  続きまして、専決第１０号、事故の概要

でございますが、専決第９号案件と同日の

平成２４年６月１７日、日曜日午後３時３

０分ごろ、昇陽高等学校城山グラウンドに

おきまして、吉川中学校野球部の活動中に

部員が打った打球が防球ネットを飛び越え

て、相手方使用車両の前部ボンネットに当

たり、車両を損傷させたものでございます。 

  相手方は、大阪市北区天満３丁目１－５、

天満電気工事株式会社、代表取締役社長、

濵﨑新典です。 

  和解の内容は、町の過失割合を１００％

とし、相手方使用車両の修繕費用及び代車

費用３１万9,７４３円を損害賠償金として

相手方に支払うもので、平成２４年８月６

日に和解をいたしました。 

  今後、細心の注意をもちましてクラブ活

動を行うように現場に指示をいたしており

ます。 

  今回の件３件につきましては、まことに

申しわけございませんでした。 

  以上で第３号報告の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第４「第４号報告 平成２３年度豊

能町水道事業会計予算継続費精算報告書報

告の件」の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第４号報告、平成２３年度豊

能町水道事業会計予算継続費精算報告書報

告の件につきまして、御説明申し上げます。 

  本件につきましては、光風台配水池耐震

化工事におきまして、光風台配水池耐震補

強工事完了後、防水塗装工事を実施するも

のとしておりましたが、１月から２月の天

候不順により工程におくれを生じ、繰越を

したものでございますが、平成２３年５月

３１日に竣工しましたので、別記のとおり、

地方公営企業法施行令第１８条の２第２項

の規定により報告するものでございます。 
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  それでは、裏面をごらんいただきたいと

思います。 

  款・資本的支出、項・建設改良費、事業

名を光風台配水池耐震化事業で、全体計画

での継続費の総額は２億5,８０９万円であ

り、実績で、支払義務発生額が２億3,２２

４万5,８８９円で、その財源内訳は国庫補

助金2,９４０万円、企業債１億5,１３０万

円、過年度損益勘定留保資金5,１５４万5,

８８９円であります。 

  以上、簡単ではございますが報告とさせ

ていただきます。よろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第５「第５号報告 教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果に関する報告の件」の説明を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  それでは、第５号報告、教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果に関する報告の件について御説明申し

上げます。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第２７条第１項の規定に基づき、

教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し報告する

ものです。 

  今回の点検・評価につきましては、平成

２３年度に教育委員会において執行した事

務事業のうち、重点的に取り組んだものに

ついて行ったものでございます。 

  目次の３．教育委員会の活動状況及び４．

点検・評価の結果の１２項目について点

検・評価を行ったものです。 

  点検・評価につきましては、それぞれの

施策の概要・目標、平成２３年度の取り組

み状況とその成果、また残された課題と今

後の対応について記載したものを調書とし

てまとめたもので、報告書の４ページから

１５ページに記載のとおりとなっています。 

  また、法律では、点検・評価を行うにあ

たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとされていること

から、平成２４年６月１９日に、２名の学

識経験者による聞き取り意見交換を行った

上で、意見・要望等としていただいたもの

を、報告書の１６ページから２０ページに

記載させていただいております。 

  内容でございますが、教育委員会及び事

務局の活動状況と学校教育に関する内容、

教育総務課の３項目と、教育支援課の４項

目の事務については、兵庫教育大学教育研

究科の大野准教授から、また、生涯学習に

関する内容、生涯学習課及び図書館の事務

５項目については、京都女子大学発達教育

学部の岩槻准教授から意見をいただいてお

ります。 

  学識経験者の主な意見の概略でございま

すが、まず５点ございまして、教育委員会

の活動状況につきましては、定例会が適切

に開催され、付議案件の処理が行われてい

ると判断されており、学校園の視察や各種

事業への参加による情報収集や力量形成に

努め、きめ細かな教育行政の推進に努めて

いると評価をいただいた上で、教育委員会

においては毎年度の重点目標を明確にした

町教育指針を策定し、町の教育課題の解決

に向けた取り組みを重ねる姿勢に評価をい

ただいております。 

  また、教育委員会事務局の取り組みとし

ては、町教育行政の動きについて積極的に

発信・広報する取り組みを積極的に行い、

情報発信活動への評価をいただいています。

現在、検討を進めている中長期的な教育振

興基本計画の策定に向けた努力や、町民の

教育参加意欲を向上させる情報発信、意見
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聴取機会設定への工夫を重ねることを期待

されております。 

  次に、１７ページの学校教育に関しまし

て、豊能地区３市２町における教職員人事

権移譲の取り組み、教育施設の整備（耐震

化・改修）、中学校給食の導入事業では、

それぞれの取り組みを評価するとともに、

さらなる向上に向けての要望をいただいて

おります。 

  次に、１７ページの後段からは、学習指

導、生徒指導、安心・安全な学校、子育て

支援の充実の取り組みに対して評価すると

ともに、今後期待することへの要望をいた

だいております。 

  最後に、１９ページからの生涯学習に関

しましては、生涯学習の推進、生涯スポー

ツの推進、文化・芸術活動の振興、青少年

健全育成では、住民ニーズに即したサービ

ス提供の工夫の評価をいただいております。 

  生涯学習施設の老朽化については、課題

となっていることについて早急に具体的な

方策を確立する必要があると意見をいただ

いております。 

  図書館に関しましては、コンピュータシ

ステムの更新、子育て支援講座などの多様

な行事を進めていることに評価をいただい

ております。 

  学校教育と社会教育の連携を今後どのよ

うに進めていくかについての地域の人間関

係のネットワークの充実と、学社連携の取

り組みについて要望がございました。 

 以上、第５号報告の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第６「第３４号議案 豊能町消防本

部及び消防署の設置等に関する条例改正の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  第３４号議案、豊能町消防本部及び消防

署の設置等に関する条例改正の件につきま

して、提案理由の説明をいたします。 

  今回の改正は、消防本部及び消防署の位

置を移転することと、箕面市と豊能町との

間における消防事務の委託に係る箕面市の

区域内において、新たな住所表示が施行さ

れたことに伴い、必要な規定の整備を行う

ものであります。 

  改正内容でございますが、第３条は消防

本部の位置の変更で、第４条は、消防署の

位置の変更と、管轄区域として箕面市森町

南一丁目から森町南三丁目を加えるもので

あります。 

  なお、改正条例の施行期日は規則で定め

る日とするものでありますが、第４条の管

轄区域の改正部分につきましては公布の日

から施行するものであります。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定くださいますようお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第７「第３５号議案 豊能町火災予

防条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  第３５号議案、豊能町火災予防条例改正

の件につきまして、提案理由の説明をいた

します。 

  今回の改正は、対象火気設備等の位置、

構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱

いに関する条例の制定に関する基準を定め

る省令が改正されたことに伴い、対象火気

設備等の種類に急速充電設備が追加された

ため、必要な規定の整備を行うものであり

ます。 

  改正内容でございますが、電気自動車の

普及に伴い、電気自動車用の急速充電設備
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を新たに対象火気設備に加えるとともに、

これらの設備を設置する場所の位置、構造

に関する基準及び使用時における安全対策

に関する基準を定めるものでございます。 

  なお、改正条例の施行期日は、平成２４

年１２月１日とするものでございますが、

施行期日前に設置され、または設置の工事

がされている急速充電設備のうち、改正後

の規定に適合しないものについては、当該

規定は適用しない旨の経過措置を設けるも

のでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定くださいますようお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第８「第３６号議案 和解及び損害

賠償の額を定めることについて」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第３６号議案、和解及び損害

賠償の額を定めることについてを御説明さ

せていただきます。 

  本件は、平成２１年７月２２日に発生し

ました大雨による下水道のマンホール付近

のアスファルトが隆起したことに起因した

交通事故の被害者から、平成２２年１２月

２７日付で大阪地方裁判所に損害賠償を請

求する旨の訴訟を起こされ、今回和解する

ことに対して議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

  和解の相手方は、大阪府豊能郡豊能町光

風台５丁目２４番地の１７、梅田幸治さん

でございます。 

  和解条項の内容は、（１）被告（豊能

町）は、原告（梅田幸治）に対し、本件交

通事故による解決金として金３２０万円の

支払義務のあることを認める。 

  （２）被告は、原告に対し、前項の金員

を、平成２４年９月２８日限り、原告が指

定する振込口座に振り込む方法により支払

う。ただし、振込手数料は被告の負担とす

る。 

  （３）原告は、その余の請求を放棄する。 

  （４）原告及び被告は、原告と被告との

間には、本件交通事故に関し、この和解条

項に定めるもののほかに、何らの債権債務

のないことを相互に確認する。 

  （５）訴訟費用は各自の負担とする。と

いうものでございます。 

  本議案に関しましては、平成２１年７月

２２日午前１時４５分ごろ、豊能町光風台

６丁目３２０番地地先で発生した交通事故

にかかわるものでございます。 

  事故の原因でございますが、当時時間雨

量として約５０ミリと激しい雨がふってお

り、その雨水が下水道管に入り、事故現場

のマンホールの鉄蓋の下部のモルタル部分

から雨水が流出し、アスファルト部分の表

層部分を持ち上げました。そこを被害者が

車で通過をした際、車の下部が隆起したア

スファルト部分にぶつかったという事故で

ございます。そのとき梅田さんは、頸椎捻

挫というけがをされ、治療を受けられてお

りました。その後、双方とも弁護士を立て

て示談交渉を進めてきておりましたがまと

まらず、平成２２年１２月２７日に梅田さ

ん側が大阪地方裁判所に損害賠償を求める

訴訟を起こされたわけでございます。そし

て今回、裁判所の和解案を受け入れ和解し

ようとするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第９「第３７号議案 平成２４年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 
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  提案理由の説明を求めます。 

  室木副町長。 

○副町長（室木伸治君） 

  それでは、第３７号議案、平成２４年度

豊能町一般会計補正予算（第２回）につき

まして、その提案理由を説明いたします。 

  補正予算書の１ページですが、第１条は、

既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ7,８１

０万2,０００円を増額し、予算総額をそれ

ぞれ６１億1,５２３万2,０００円とするも

のです。 

  また、補正の款項の区分及び補正後の歳

入歳出予算の金額は、２ページ及び３ペー

ジの「第１表 歳入歳出予算補正」に記載

のとおりです。 

  第２条の地方債の補正は、４ページの

「第２表 地方債補正（変更）」に記載の

とおりですが、臨時財政対策債について普

通交付税の確定に伴い起債の限度額が確定

したため、２３７万7,０００円増額するも

のです。 

  それでは、補正内容で、最初に１１ペー

ジからの歳出でありますが、議会費の説明

欄２．議会運営事業は、町議会の本会議の

映像をインターネットにより放映するため

の経費です。 

  総務費、人権推進費、ふれあい文化セン

ター運営費のふれあい文化センター管理事

業は、水道管の漏水により光熱水料費を増

額するものです。 

  次の１２ページ民生費の社会福祉総務費

の説明欄、障害者福祉事業は、前年度分の

国庫負担金及び府負担金を精算し償還する

ものです。 

  次に、目１２・後期高齢者医療費の説明

欄、後期高齢者医療特別会計繰出金事業は、

本算定により保険基盤安定繰出金を増額す

るものです。 

  款４・衛生費、保健衛生費、予防費の説

明欄、成人健康増進事業は、前年度分の国

庫補助金を精算し償還するものです。 

  目４・保健センター運営費の説明欄、保

健センター管理運営事業は、豊悠プラザと

保健センターを統合するため、当初は旧吉

川幼稚園を活用する計画でありましたが、

今回変更し、保健センター敷地内に事務所

を増築するとともに、いきいきふれあいホ

ール内に厨房を設置する方法とすることか

ら、これまでに発生した不用額を減額し、

工事請負費を増額するものです。 

  次の１３ページの項２・清掃費、塵芥処

理費の説明欄４．豊能郡美化センター整理

事業は、施設の北西側のり面の環境基準を

超える土壌を除去し処分するため、豊能郡

環境施設組合負担金を増額するものです。 

  次に款６・農林水産業費、林業費、林業

総務費の説明欄３．森林管理事業は、森林

組合に対する森林整備地域活動支援事業補

助金について、府補助金を活用し交付する

ものです。 

  １４ページの土木費、道路橋梁費、道路

維持費の説明欄１．道路維持補修事業は、

ときわ台地内の側溝蓋設置工事に係る経費

を増額するものです。 

  最後に款１０・教育費、社会教育費、青

少年対策費の説明欄１．青少年対策事業と、

目４・図書館運営費の説明欄２．図書館運

営事業は、いずれも府の地域福祉・子育て

支援交付金を活用し、音楽ふれあい事業及

び児童用図書等購入事業の経費を増額する

ものです。 

  歳出の説明は以上です。 

  次に歳入でありますが、８ページにお戻

りください。 

  款９・地方特例交付金及び款１０・地方

交付税は、いずれも交付額の確定に伴い補

正するものです。 

  次の款１４・国庫支出金、民生費国庫負
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担金の説明欄３．障害者医療費国庫負担金

と、９ページの款１５・府支出金、民生費

府負担金の説明欄２．障害者自立支援給付

費等府負担金及び３．自立支援医療（更生

医療）府負担金は、いずれも障害者福祉事

業の前年度実績に基づく追加負担分です。 

  同じく後期高齢者医療保険基盤安定繰入

金府負担金は、今年度分の本算定による府

負担金です。 

  次に、項２・府補助金、農林水産業費府

補助金は、歳出で説明しました森林整備地

域活動支援事業に係る府補助金です。 

  また、目９・教育費府補助金は、歳出で

説明しました音楽ふれあい事業及び児童用

図書等購入事業に対する府の地域福祉・子

育て支援交付金です。 

  １０ページの款１８・繰入金、特別会計

繰入金、介護保険特別会計事業勘定繰入金

は、前年度の実績に基づき一般会計からの

繰入金を精算し繰り戻すものです。 

  款１９・繰越金は、今回の補正による財

源調整として、1,７１８万2,０００円を増

額するものです。 

  最後に、款２１・町債、臨時財政対策債

は、４ページの「第２表 地方債補正」で

説明したとおりであります。 

  説明は以上であります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１０「第３８号議案 平成２４年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補

正予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  それでは、第３８号議案、平成２４年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正

予算（第１回）につきまして、提案理由の

御説明をいたします。 

  今回の補正予算は、前年度の事業費の確

定により、国府への返還金が生じたため、

補正するものであります。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,

０７２万3,０００円を増額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２８億8,２６

８万7,０００円とするものであります。 

  歳出から御説明をいたします。６ページ

をお願いいたします。 

  款８・保険事業費、項１、目１・特定健

康診査等事業費１１４万7,０００円は、前

年度の特定健診分の精算による償還金でご

ざいます。 

  次の款１１・諸支出金、項１・償還金及

び還付金、目３・国府支出金償還金2,９５

７万6,０００円は、前年度の療養給付費負

担金、出産育児一時金補助金、高齢者医療

制度円滑運営事業費補助金の精算による国

庫償還金でございます。 

  次に、歳入について御説明をいたします。

５ページをお開き願います。 

  款９・繰越金、項１・繰越金、目２・そ

の他繰越金3,０７２万3,０００円は、償還

金の財源とするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定くださいますようよろしくお願

いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１１「第３９号議案 平成２４年

度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  それでは、第３９号議案、平成２４年度

豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１回）につきまして、提案理由を説明

いたします。 

  今回の補正予算は、７月の保険料本算定
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の結果による保険基盤安定繰入金等の総額

の増額分を補正するものであります。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,

４７９万5,０００円を増額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３億5,５０４

万1,０００円とするものでございます。 

  歳出から御説明をいたします。６ページ

をお開き願います。 

  款２、項１、目１・後期高齢者医療広域

連合納付金2,４７９万5,０００円は、保険

料の増額分と保険基盤安定繰入金の増額分

及び前年度繰越金の増額分の補正でござい

ます。 

  次に歳入でございます。５ページをお願

いいたします。 

  款１・後期高齢者医療保険料、目２・普

通徴収保険料1,３０５万円は、保険料を増

額するものでございます。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金、

目２・保険基盤安定繰入金５１０万7,００

０円は、保険料軽減に係る保険基盤安定繰

入金を増額するものです。 

  款４・繰越金６６３万8,０００円は、前

年度決算の額確定による補正でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１２「第４０号議案 平成２４年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第４０号議案、平成２４年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算（第１回）

について、提案理由の説明をさせていただ

きます。 

  今回の補正は、平成２３年度の介護保険

給付費負担金等の精算によります国府等へ

の償還金及び平成２３年度介護保険料余剰

分の介護給付費準備基金積立金などでござ

います。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ7,

７５６万2,０００円を増額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１６億3,２４

５万5,０００円とするものであります。 

  歳出より御説明をさせていただきます。

お手元の補正予算書６ページをお開き願い

ます。 

  款４・地域支援事業費、項３・高齢者さ

さえあい事業費、目１・高齢者ささえあい

事業費の７０万円は、地域での認知症の

方々に対する理解と支援を深めるための講

座等を、大阪府地域福祉・子育て支援交付

金を活用して行うものでございます。 

  次に、款５・基金積立金、目１・介護給

付費準備基金積立金の5,８４８万5,０００

円は、平成２３年度の介護保険料余剰分及

び支払基金への追加交付分を積み立てるも

のです。 

  続きまして、款７・諸支出金、項１・償

還金及び還付金、目２・国府等支出金償還

金の1,５９３万1,０００円は、平成２３年

度の介護保険事業における給付実績等の精

算により、国府等への償還を行うものです。 

  また、款７・諸支出金、項２・繰出金、

目１・一般会計繰出金の２４４万6,０００

円は、同じく平成２３年度の介護保険事業

における給付実績等の精算により一般会計

に繰り戻すものでございます。 

  歳入の説明をさせていただきます。５ペ

ージをお開きください。 

  款４・支払基金交付金６２８万6,０００

円は、平成２３年度の介護給付費等の実績

精算により、支払基金から負担金の追加交
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付を受けるものでございます。 

  次の款５・府支出金の７０万円は、歳出

のところで御説明いたしました高齢者ささ

えあい事業に対します補助金でございます。 

  また、款９の繰越金の7,０５７万6,００

０円は、平成２３年度決算における繰越金

であります。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１３「第４１号議案 平成２４年

度豊能町下水道事業特別会計補正予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第４１号議案、平成２４年度

豊能町下水道事業特別会計補正予算（第１

回）について御説明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に

それぞれ３７１万7,０００円を増額し、総

額をそれぞれ４億4,５３３万8,０００円と

定めるものでございます。２ページに、歳

入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額を記載しております。 

  それでは、歳出より御説明申し上げます。

６ページをお開き願います。 

  款１・下水道費、項１・下水道管理費、

目１・下水道総務費で３７１万7,０００円

を増額するものでございます。これは第３

６号議案で御説明いたしました和解及び損

害賠償の額を定める件についての支払いに

要するものでございます。 

  続きまして、５ページに戻っていただき

まして、歳入の御説明を申し上げます。 

  款２・使用料及び手数料、項１・使用料、

目１・下水道使用料で４２万円を減額する

ものでございます。 

  款７・諸収入、項２・雑入、目１・雑入

で４１３万7,０００円を増額するものでご

ざいます。これは先ほど歳出で御説明申し

上げました総合賠償保険金でございます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜りまして御決定いただきますようにお

願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１４「第１号認定 平成２３年度

豊能町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上西会計管理者。 

○会計管理者（上西悦子君） 

  第１号認定、平成２３年度豊能町一般会

計歳入歳出決算の認定につきまして、概要

を述べ、提案説明とさせていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、監査委員の決算

審査意見書をつけまして議会の認定に付す

るものでございます。 

  それでは、平成２３年度大阪府豊能郡豊

能町一般会計特別会計歳入歳出決算書の一

般会計歳入歳出決算書をお開き願います。

決算書５ページでございます。 

  歳入合計は、６４億6,７７８万4,６０１

円、歳出合計は６１億８０４万3,２３２円

で、差引残高３億5,９７４万1,３６９円で

ございますが、予算繰越によりまして翌年

度へ繰り越すべき額が8,４９０万7,２４０

円で、差し引きました再差し引き後の実質

収支額が２億7,４８３万4,１２９円の黒字

となり、翌年度へ繰り越すものでございま

す。 

  ６ページから８ページの歳入をごらんい

ただきたいと思います。 

  まず、８ページの最下段でございますが、

決算額６４億6,７７８万4,６０１円、予算
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現額に対しまして１０1.３％の収入率とな

っています。前年度と比べ2.３％の増とな

っております。なお、不納欠損額は６４９

万5,９２８円、収入未済額は7,０２７万5,

７９０円となっております。 

  それでは、歳入の主なものといたしまし

て、６ページのほうへ戻っていただきまし

て、款１・町税であります。平成２３年度

決算額は２２億3,７６９万3,４７７円で、

前年度と比べ3.３％の減となっております。

これは主に個人町民税の減収に伴うもので

ございます。歳入の款別構成比率は３4.

６％でございます。 

  次に、７ページの款１０・地方交付税で

ございます。決算額は１９億4,４０９万4,

０００円で、前年度と比べ3.３％の増とな

っています。歳入の款別構成比率は３0.

０％で、町税に次ぐ大きな歳入となってい

ます。 

  次に、款１４・国庫支出金でございます

が、決算額は３億6,０８９万9,６６１円で、

前年度と比べ４3.９％の大幅な減となって

います。これは、安全・安心な学校づくり

交付金の減額によるものでございます。歳

入の款別構成比率は5.６％となっています。 

  次に、款１５・府支出金でございますが、

決算額は３億8,１１３万8,２０７円で、前

年度と比べ２4.９％の減となっています。

これは、権限移譲に伴う交付金、介護基盤

緊急整備等特別対策事業補助金、そして大

阪府グリーンニューディール基金市町村補

助金の減が主であります。歳入の款別構成

比率は5.９％となっています。 

  最後に、８ページ、款２１・町債でござ

いますが、決算額は４億8,５３０万5,００

０円で、前年度と比べ３6.６％の大幅な減

となっています。これは、学校の耐震化等

の事業債と臨時財政対策債の減によるもの

であります。歳入の款別構成比率は7.５％

となっています。 

  以上が歳入の主なものでございます。 

  続きまして歳出の９ページから１１ペー

ジをお願いいたします。 

  まず、１１ページの最下段でございます

が、決算額６１億８０４万3,２３２円で、

予算現額に対しまして９5.６％の執行率で、

前年度と比べ2.９％の増となっております。 

  それでは、歳出の主なものから説明させ

ていただきます。 

  ９ページの款２・総務費でございます。

決算額１４億2,０１８万9,１９５円、執行

率９6.５％でございます。前年度に比べ1.

１％の減となっております。この費目にお

きましては、退職手当、無線システム普及

支援事業補助金、地域公共交通社会実験運

行事業、権限移譲事務事業というのは増と

なったところでありますが、総合計画策定

業務、国勢調査業務が終了しましたこと、

また基金管理事務事業、震災応援費が減と

なったことが主な減額要因となっておりま

す。歳出の款別構成比率は２3.２％となっ

ております。 

  次に、款３・民生費でございます。決算

額は１４億4,１５５万7,４７９円で、執行

率９5.４％でございます。前年度に比べ9.

２％の減となっております。この費目にお

きましては、介護予防事業と包括的支援事

業が介護保険特別会計へ組み替えとなった

こと、また、介護基盤緊急整備等特別対策

事業、それと巡回バス運行事業、保育所管

理運営事業の減が主な減額要因となってお

ります。歳出の款別構成比率は２3.６％と

なっています。 

  次に、款４・衛生費でございます。決算

額８億7,２０５万８１３円で、執行率９5.

６％でございます。前年度に比べ0.１％の

増となっております。この費目におきまし

ては、清掃費の国崎クリーンセンター運営
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事業の負担金が主な増加要因となっており

ます。歳出の款別構成比率は１4.３％とな

っています。 

  次に、１０ページ、款８・土木費でござ

います。決算額３億3,３４５万7,５７２円、

執行率８9.１％でございます。前年度に比

べ２0.３％の減となっております。この費

目におきましては、都市計画費の高山地区

まちづくり事業の減が主な減額要因となっ

ております。歳出の款別構成比率は5.４％

となっております。 

  次に、款９・消防費でございます。決算

額３億6,５０６万8,０６７円、執行率９7.

４％でございます。前年度に比べ4.２％の

増となっております。この費目におきまし

ては、消防団活動事業として消防分団車両

の購入が主な増額要因となっております。

歳出の款別構成比率は6.０％となっており

ます。 

  款１０・教育費でございます。決算額８

億3,３５１万9,１８０円、執行率９3.０％

でございます。前年度に比べ３4.３％の減

となっています。この費目におきましては、

吉川中学校それから東能勢中学校、光風台

小学校の耐震化補強等の工事、また、幼稚

園・保育所一元化に向けた施設の増改築工

事が終わったことによる大幅な減となった

ところでございます。歳出の款別構成比率

は１3.６％となっております。 

  款１１・公債費でございます。決算額５

億4,６６９万8,１３９円、執行率１００％

でございます。前年度に比べ5.６％の増と

なっております。歳出の款別構成比率は9.

０％となっております。 

  以上が歳出の主なものでございます。 

  なお、地方自治法施行令第１６６条第２

項に規定いたします歳入歳出決算事項別明

細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書は１３ページから１８７ページに

記載しております。また、別冊の主要施策

成果報告書もあわせて御参照いただきます

よう、お願い申し上げます。 

  以上、簡単ではございますが決算概要の

説明とさせていただきます。よろしく御審

議の上、御認定賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１５「第２号認定 平成２３年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入

歳出決算の認定について」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  それでは、第２号認定、平成２３年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳

出決算の認定につきまして、提案の御説明

をいたします。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の１９３ページをお開き願います。 

  歳入合計２６億6,５１０万5,１１８円、

歳出合計２４億6,８２０万6,４２４円で、

差引残高１億9,６８９万8,６９４円を翌年

度に繰り越すものでございます。 

  決算書総括表により御説明を申し上げま

す。１９４、１９５ページをごらんくださ

い。 

  まず、歳入であります。款１・国民健康

保険税は、予算現額５億7,３４３万4,００

０円、調定額６億7,０５５万1,６２５円に

対し、収入済額５億9,６６２万8,４１５円、

不納欠損額６１６万２７７円、収入未済額6,

７７６万2,９３３円でございます。 

  次に、款２・使用料及び手数料でござい

ますが、予算現額２５万1,０００円に対し

調定額、収入済額とも２６万8,２００円で、
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これは保険税徴収に係ります督促手数料等

であります。 

  款３・国庫支出金は、予算現額４億1,３

３０万5,０００円に対し、調定額、収入済

額とも４億3,０２８万3,２６６円であり、

これは一般被保険者に係ります医療給付費

等に対する国庫負担金補助金でございます。 

  次の、款４・療養給付費等交付金ですが、

予算現額１億7,０４０万4,０００円に対し、

調定額、収入済額とも１億7,７６４万7,９

７６円で、退職者医療給付費並びに退職被

保険者に係ります後期高齢者支援金相当額

に対する交付金であります。 

  款５・前期高齢者交付金は、予算現額８

億9,８１２万2,０００円に対し、調定額、

収入済額とも８億9,７２７万7,３２０円で、

これは６５歳から７４歳の被保険者に係る

医療給付費のうち、全国平均を上回る分を

交付金として交付されたものでございます。 

  款６・府支出金ですが、予算現額１億3,

０１４万2,０００円に対し、調定額、収入

済額とも１億1,０９３万5,６９４円で、こ

れは一般被保険者に係ります医療給付費等

に対する負担金と補助金であります。 

  款７・共同事業交付金は、予算現額２億3,

７１３万3,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも１億9,７５３万6,１０３円で、

これは一件当たり一定額以上となる保険給

付に対し、大阪府内の保険者が共同で負担

し合うことにより、保険財政の安定化を相

互に図ることを目的とした交付金でござい

ます。 

  款８・繰入金ですが、予算現額１億９４

４万円に対し、調定額、収入済額とも１億

１１６万5,７１９円で、これは一般会計か

らの繰入金であり、保険基盤安定繰入金等

でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額１億1,１７０

万6,０００円に対し、調定額、収入済額と

も１億4,９７８万2,００６円で、前年度か

らの繰越金であります。 

  款１０・諸収入は、予算現額７５万1,０

００円に対し、調定額、収入済額とも３５

８万４１９円であり、これは第三者行為損

害賠償金及び延滞金等の収入でございます。 

  款１１・財産収入は、予算現額1,０００

円でありますが、収入はございませんでし

た。 

  次に、歳出について御説明をいたします。 

  １９６、１９７ページをごらん願います。 

  款１・総務費でありますが、予算現額3,

１７１万9,７８１円に対し、支出済額2,９

９６万2,６６１円で、この経費は職員の人

件費と国民健康保険事務事業の管理運営費、

保険税の賦課徴収等の事務及び国保運営協

議会に要した経費であります。 

  款２・保険給付費は、予算現額１８億1,

５７３万6,７７９円に対し、支出済額１７

億7,１４２万３７７円で、療養諸費、高額

療養費等の給付費に要した経費でございま

す。 

  款３・後期高齢者支援金等は、予算現額

２億8,３９７万7,０６８円に対しまして、

支出済額２億8,３９７万4,８３６円で、こ

れは７５歳以上の方が加入する後期高齢者

医療保険制度の医療給付費のうち４割に相

当する額を７５歳未満の世代が支援するた

めに各医療保険者に義務づけられた経費で

あります。 

  款４・前期高齢者納付金等は、予算現額

８４万1,９０９円に対し、支出済額８４万1,

０４６円で、高齢者の医療の確保に関する

法律による納付金に要した経費でございま

す。 

  款５・老人保健拠出金は、予算現額３０

万円に対しまして、支出済額２９万9,１８

０円で、この経費は老人保健法による拠出

金に要した経費であります。 
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  款６・介護納付金でありますが、予算現

額１億1,６０７万5,０００円に対し、支出

済額１億1,５８６万3,４９９円で、介護保

険法による納付金に要した経費でございま

す。 

  款７・共同事業拠出金は、予算現額２億5,

９８５万円に対し、支出済額２億3,８９７

万9,４０１円であり、この経費は保険財政

共同安定化事業等に拠出した経費でありま

す。 

  款８・保険事業費は、予算現額2,２８１

万1,０００円に対し、支出済額1,４９８万8,

０３９円であります。特定健康診査及び保

健啓発等に要した経費でございます。 

  款９・基金積立金、款１０・公債費につ

きましては、執行額はございません。 

  款１１・諸支出金は、予算現額1,３７４

万4,０００円に対しまして、支出済額1,１

８７万7,３８５円で、これは保険税の還付

金、国への償還金及び診療所施設勘定に繰

り出した経費でございます。 

  款１２の予備費でありますが、当初予算

額１億4,３６３万2,０００円でございまし

たが、総務管理費、保険給付費、後期高齢

者支援金、前期高齢者納付金に4,４３９万9,

５３８円充当し、予算現額は9,９２３万2,

４６２円となっております。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御認定くださいますようよろしくお願いを

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１６「第３号認定 平成２３年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定歳入歳出決算の認定について」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第３号認定、平成２３年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の御説明をい

たします。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２３７ページをお開き願います。 

  歳入合計１億９２７万6,８８２円、歳出

合計１億８６３万1,８４７円で、差引残高

６４万5,０３５円を翌年度に繰り越すもの

でございます。 

  ２３８、２３９ページをごらんください。 

  まず歳入でありますが、款１・診療収入

は予算現額8,３７３万3,０００円に対し、

調定額、収入済額とも8,３７０万7,３８２

円で、これは内科、歯科の診療収入でござ

います。 

  次の款２・使用料及び手数料は、予算現

額２４万5,０００円で、調定額、収入済額

とも１８万２０４円となっております。こ

れは診断書等の手数料及び職員駐車場の使

用料収入でございます。 

  款３・寄附金につきましては、収入はご

ざいません。 

  款４・繰越金は、予算現額５９万2,００

０円に対し、調定額、収入済額とも５９万2,

５０９円で、前年度からの繰越金でござい

ます。 

  款５・繰入金は、予算現額2,４１９万5,

０００円に対し、調定額、収入済額とも2,

４１７万円で、一般会計及び国民健康保険

特別会計事業勘定からの繰入金であります。 

  款６・諸収入は、予算現額７０万1,００

０円に対し、調定額、収入済額とも６２万6,

７８７円であります。これは薬の容器代等

の雑収入でございます。 

  次に、歳出について御説明をいたします。 

  款１・総務費でありますが、予算現額5,

９９１万8,０００円に対し、支出済額5,９
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３３万7,５９１円であり、職員人件費及び

診療所の管理運営費に要した経費でござい

ます。 

  次の款２・医業費は、予算現額4,２００

万2,０００円に対しまして、支出済額4,１

８９万8,６２６円で、これは薬剤費及び医

療用の消耗器材等に要した経費でございま

す。 

  款３・公債費は、予算現額７４９万7,０

００円に対し、支出済額７３９万5,６３０

円で、診療所建設起債に対する元金と利子

の償還金でございます。 

  款４・予備費につきましては充当してお

りません。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御認定くださいますようよろしくお願いを

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１７「第４号認定 平成２３年度

豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第４号認定、平成２３年度豊能町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

きまして、提案の御説明をいたします。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２６３ページをお開き願います。 

  歳入合計２億8,８３８万4,９５３円、歳

出合計２億8,０５９万6,７１６円、差引残

高７７８万8,２３７円を翌年度に繰り越す

ものでございます。 

  ２６４ページをごらん願います。 

  まず、歳入でありますが、款１・後期高

齢者医療保険料は、予算現額２億4,９２６

万9,０００円、調定額２億4,７９９万５０

９円に対し、収入済額が２億4,５１４万3,

０１７円、不納欠損額４６万7,９８１円、

収入未済額が２３７万9,５１１円でありま

す。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額８

万8,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも２万4,３００円で、これは保険料

徴収に係ります督促手数料の収入でござい

ます。 

  款３・繰入金は、予算現額3,６１５万7,

０００円に対しまして、調定額、収入済額

とも3,６０２万3,７２４円で、一般会計か

らの繰入金であります。 

  款４・繰越金は、予算現額７１９万3,０

００円で、調定額、収入済額とも７１９万3,

９１２円で、前年度からの繰越金でござい

ます。 

  款５・諸収入は、収入がありませんでし

た。 

  続きまして、歳出の御説明をいたします。

２６５ページをごらん願います。 

  款１・総務費は、予算現額２５７万円に

対しまして、支出済額は２４６万5,４３６

円であり、これは賦課徴収事務に要した経

費でございます。 

  款２・後期高齢者医療広域連合納付金は、

予算現額２億8,９３９万9,０００円に対し、

支出済額２億7,８０３万8,７３９円で、こ

れは保険基盤安定負担金及び保険料等収納

額相当額の負担金であります。 

  款３・諸支出金は、予算現額５０万円に

対し、支出済額９万2,５４１円です。これ

は保険料の還付金でございます。 

  款４・予備費につきましては充当いたし

ておりません。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御認定くださいますようよろしくお願い

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  日程第１８「第５号認定 平成２３年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第５号認定、平成２３年度豊能町介護保

険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認定に

つきまして、提案の御説明をいたします。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２８１ページをお開き願います。 

  歳入合計１４億2,６３２万3,０２４円、

歳出合計１３億5,５７４万7,３４２円で、

差引残高7,０５７万5,６８２円を翌年度に

繰り越すものでございます。 

  ２８２、２８３ページをごらん願います。 

  まず歳入でありますが、款１・保険料は、

予算現額３億3,２０３万1,０００円、調定

額３億3,１２５万1,５３０円に対しまして、

収入済額が３億2,７８２万8,４６９円で、

不納欠損額が７１万6,８０１円、収入未済

額が２７０万6,２６０円でございます。こ

れは第１号被保険者による介護保険料収入

でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額６

５９万4,０００円、調定額、収入済額とも

６４７万4,２４０円で、これは新予防給付

ケアマネジメント手数料及び介護保険料の

督促手数料収入であります。 

  款３・国庫支出金は、予算現額３億５６

１万2,０００円に対し、調定額、収入済額

とも２億3,８１０万3,８２０円で、これは

介護給付費及び介護予防事業費等に対する

国庫負担金補助金並びに交付金でございま

す。 

  款４・支払基金交付金は、予算現額４億3,

９０３万9,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも３億6,０３４万9,６９８円で、

これにつきましても介護給付費及び介護予

防事業費等に対する交付金で、第２号被保

険者保険料による交付金であります。 

  款５・府支出金は、予算現額１億8,８３

６万9,０００円に対し、調定額、収入済額

とも１億8,６７５万２７４円で、これも介

護給付費及び介護予防事業費等に対する府

負担金並びに補助金でございます。 

  款６・財産収入につきましては、収入は

ございません。 

  款７・繰入金は、予算現額２億8,９７１

万7,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも２億5,２１９万3,７２６円であり、

一般会計及び基金からの繰入金でございま

す。 

  款８・諸収入は、予算現額６２万7,００

０円に対し、調定額、収入済額とも３８万9,

１０６円で、地域支援事業利用者負担金等

でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額5,４２３万5,

０００円に対し、調定額、収入済額とも5,

４２３万3,６９１円で、前年度からの繰越

金であります。 

  続きまして、歳出の御説明をいたします。 

  ２８４、２８５ページをごらんください。 

  款１・総務費は、予算現額6,０１１万5,

０００円に対しまして、支出済額5,５３５

万6,８９１円です。この経費は、介護保険

事務事業の管理運営及び保険料の賦課徴収

等の事務に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額１４億5,

１８１万9,０００円に対し、支出済額１２

億1,３５１万4,５５７円で、介護サービス

費、介護予防サービス費、高額介護サービ

ス費、特定入所者介護サービス費及び審査

支払手数料等に要した経費であります。 

  款３・財政安定化基金拠出金は、大阪府

に設置されております財政安定化基金に拠
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出する経費でありますが、前年度に引き続

き平成２３年度におきましても支出額はご

ざいません。 

  款４・地域支援事業費は、予算現額4,０

３２万4,０００円に対しまして、支出済額3,

２１３万8,３２３円で、これは介護予防事

業並びに包括的支援事業に要した経費でご

ざいます。 

  款５・基金積立金は、予算現額5,３６３

万5,０００円に対し、支出済額4,５２１万5,

８３１円で、これは介護給付費準備基金へ

の積立金であります。 

  款６・公債費につきましては執行してお

りません。 

  款７・諸支出金、予算現額９９３万1,０

００円に対しまして、支出済額９５２万1,

７４０円で、これは介護保険料の還付金及

び国府、支払基金への償還に要した経費で

ございます。 

  款８・予備費につきましては充当いたし

ておりません。 

  説明は以上です。御審議いただき御認定

くださいますようよろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１９「第６号認定 平成２３年度

豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第６号認定、平成２３年度豊

能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、地方自治法第２３３条第３項

の規定により、議会の認定に付するもので

ございます。 

  それでは、決算書の３２５ページをお開

き願います。 

  平成２３年度豊能町下水道事業特別会計

の決算は、歳入合計４億4,１４０万6,０４

２円、歳出合計４億3,０７５万3,１２２円、

差引残高1,０６５万2,９２０円、これを翌

年度に繰り越しをいたすものでございます。 

  それでは、歳入より御説明申し上げます。

３３０ページをお開き願います。 

  款１・分担金及び負担金は、予算現額２

６万7,０００円、調定額１８０万3,２１０

円、収入済額５４万８０円、収入未済額１

２６万3,１３０円でございます。これは下

水道受益者分担金でございます。分担金の

件数につきましては２４件でございます。 

  款２・使用料及び手数料の使用料は、予

算現額２億3,６９６万9,０００円、調定額

２億4,６２４万6,３０９円、収入済額２億3,

７５５万1,１０７円、不納欠損額５万3,０

９５円、収入未済額８６４万2,１０７円で

ございます。これは下水道の使用料でござ

います。不納欠損につきましては平成１８

年度分で、所在不明分で２５件でございま

す。また、下水の使用件数は7,８５３件で

ございます。下水道の手数料は、予算現額

１１万2,０００円、調定額、収入済額とも

１３万5,０００円、これは指定工事店登録

手数料と責任技術者登録更新手数料でござ

います。 

  款３・国庫支出金は、下水道費国庫補助

金で、予算現額、調定額、収入済額とも７

５０万円でございます。 

  ３３２ページをお開きください。 

  款４・財産収入は、利子及び配当金で、

予算現額５０万1,０００円、調定額、収入

済額とも４３万3,１８３円でございます。

これは基金の利息でございます。 

  款５・繰入金は、一般会計繰入金で、予

算現額9,１３７万1,０００円、調定額、収

入済額とも8,７９３万6,０００円でござい

ます。これは一般会計からの繰入金でござ

います。基金繰入金は、予算現額5,０９０
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万9,０００円、調定額、収入済額とも5,０

９０万円でございます。これは下水道建設

基金からの繰入を行っております。 

  款６・繰越金は、予算現額６８２万3,０

００円、調定額、収入済額とも６８２万3,

６１２円でございます。これは前年度繰越

金でございます。 

  ３３４ページでございます。 

  款７・諸収入は、預金利子で、予算現額1,

０００円に対しまして収入はございません

でした。雑入は、予算現額8,０００円、調

定額、収入済額とも８万7,０６０円でござ

います。これは排水設備工事調書代や流域

下水道事業負担金精算金などによるもので

ございます。 

  款８・町債は、予算現額、調定額、収入

済額とも4,９５０万円でございます。内訳

としまして、流域下水道債、特定環境保全

公共下水道債、下水道事業債（特別措置

分）でございます。 

  歳出について御説明を申し上げます。 

  ３３６ページをお開きください。 

  下水道総務費は、予算現額2,０４６万2,

０００円、支出済額1,９６３万5,３２２円、

執行率９5.９６％、主なものといたしまし

ては、各協議会の負担金、償還金利子及び

割引料、積立金、公課費などでございます。 

  下水道維持管理費は、予算現額１億4,７

７７万2,０００円、支出済額１億4,１５１

万4,８１６円、執行率９5.７７％でござい

ます。これは、下水道の維持管理に要した

費用でございます。主なものは人件費、施

設運転に要する電気代、電話回線使用料、

ポンプ用の人孔清掃業務、ときわ台ポンプ

場の電気保安業務、ときわ台中継ポンプ場

の維持管理や料金徴収事務委託、マンホー

ルポンプ逆支弁取替工事、流域下水道維持

管理負担金などでございます。なお不用額

は流域下水道維持管理負担金等の減による

ものでございます。 

  ３３８ページをお開きください。 

  下水道整備費は、予算現額7,８８７万3,

０００円、支出済額7,４４６万4,４５４円、

執行率９4.４１％でございます。これは下

水道整備に要した費用でございます。主な

ものは人件費、猪名川流域下水道全体計画

見直し業務、野間口地区下水道管布設工事、

管渠更正工事、流域下水道事業建設負担金

などでございます。なお不用額は、工事請

負費、負担金の減によるものでございます。 

  ３４０ページをお開きください。 

  公債費は、予算現額１億9,６３５万1,０

００円、支出済額１億9,５１３万8,５３０

円、内容は償還金の元金及び利子でござい

ます。 

  ３４２ページをお開きください。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

認定いただきますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第２０「第７号認定 平成２３年度

豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第７号認定、平成２３年度豊

能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決

算の認定につきまして、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  それでは、決算書の３４７ページをお開

き願います。 

  平成２３年度豊能町生活排水処理事業特

別会計の決算は、歳入合計1,２３１万3,９

３５円、歳出合計1,２３１万3,９３５円で

ございます。 
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  歳入より御説明を申し上げます。 

  ３５２ページをお開き願います。 

  款１・分担金及び負担金はございません

でした。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額１

９４万3,０００円、調定額２０６万1,００

０円、収入済額１９５万7,７８８円、収入

未済額１０万3,２１２円、これは生活排水

処理施設使用料でございます。使用件数は

一般用６３件２００人で、事業用３件１９

人でございます。 

  款３・繰入金は、予算現額1,０５１万9,

０００円、調定額、収入済額とも1,０３５

万6,１４７円でございます。これは一般会

計からの繰入金でございます。 

  款４・繰越金と、３５４ページの款５・

諸収入はございませんでした。 

  続きまして、歳出を御説明申し上げます。 

  ３５６ページをお開きください。 

  下水道費の下水道維持管理費は、予算現

額６２４万2,０００円、支出済額６１７万3,

３３１円、不用額が６万8,６６９円でござ

います。これは下水道の維持管理に要した

経費でございます。主なものは、手数料で

汚泥処理手数料、業務委託料で水質検査、

浄化槽保守点検及び清掃業務などでござい

ます。 

  下水道整備費は、予算現額１０３万6,０

００円、支出済額１００万5,９００円、不

用額３万１００円でございます。これは工

事材料費で、浄化槽のブロワの購入でござ

います。 

  ３５８ページをお開きください。 

  公債費は、予算現額５１３万6,０００円、

支出済額５１３万4,７０４円、不用額1,２

９６円でございます。これは生活排水処理

施設整備事業に充当するため借り入れた起

債の元金と利子の償還に要した経費でござ

います。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御認定いただきますようお願い申し

上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第２１「第８号認定 平成２３年度

豊能町水道事業会計決算の認定について」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第８号認定、平成２３年度豊

能町水道事業会計決算の認定につきまして、

地方公営企業法第３０条第４項の規定によ

り、別紙監査委員の意見を付けて議会の認

定をお願いするものでございます。 

  まず１ページの平成２３年度豊能町水道

事業決算報告書を御説明申し上げます。 

  収益的収入及び支出の収入でございます。 

  款１・水道事業収益は、予算額５億3,６

５８万3,０００円に対し、決算額５億4,２

９７万3,４８５円でございます。内訳とし

まして、営業収益４億8,０５０万5,１８２

円、営業外収益で6,２４５万1,５８２円、

特別利益で１万6,７２１円でございます。 

  続きまして、支出でございます。 

  款１・水道事業費用は、予算額６億8,４

６０万7,０００円に対し、決算額６億3,７

１０万6,６３６円でございます。内訳とし

まして、営業費用で５億5,６６２万3,４３

９円、営業外費用で7,７２０万3,３１１円、

特別損失で３２７万9,８８６円でございま

す。 

  予備費はございませんでした。 

  なお、収益的収入及び支出の詳細につき

ましては、３ページの損益計算書のところ

で御説明申し上げます。 

  続きまして、２ページをお開き願います。 

  資本的収入及び支出の収入でございます。 
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  款１・資本的収入は、予算額4,１８８万5,

０００円に対し、決算額6,７０８万5,２５

４円でございます。内訳としまして、他会

計繰入金で4,１８８万5,２５４円、企業債

で2,５２０万円でございます。 

  次に支出で、款１・資本的支出は、予算

額２億７４万円に対しまして、決算額１億9,

４６９万9,７９６円でございます。内訳と

しまして、建設改良費で5,９００万2,７５

４円、企業債償還金で１億3,５６９万7,０

４２円でございます。 

  以上の結果、資本的収入額が資本的支出

額に対して不足する額１億2,７６１万4,５

４２円は、建設改良積立金1,８２４万4,９

７３円、過年度分損益勘定留保資金１億８

８４万2,６７７円、当年度消費税及び地方

消費税資本的収支調整額５２万6,８９２円

で補填したものでございます。 

  続きまして、３ページの平成２３年度豊

能町水道事業損益計算書を御説明申し上げ

ます。 

  なお、本ページ以降全ての財務諸表は消

費税抜きの金額となっておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

  １の営業収益で、給水収益４億5,７２１

万1,１４５円、その他営業収益４３万3,４

００円、計４億5,７６４万4,５４５円でご

ざいます。 

  ２の営業費用で、原水及び浄水費１億6,

８４８万2,１１０円、配水及び給水費１億3,

３５８万9,０４２円、総係費4,８２０万3,

１１２円、減価償却費１億9,３１６万9,１

３５円、資産減耗費はございませんでした。

合計としまして５億4,３４４万3,３９９円

でございます。以上のことから、8,５７９

万8,８５４円の営業損失となっております。 

  ３の営業外収益は、受取利息で１５３万3,

４３３円、口径別納付金で２７０万円、他

会計負担金で2,１５６万1,３６９円、他会

計繰入金で2,８９６万6,０２２円、受託工

事収益で４９７万3,３３４円、財産収益で

７８万4,８６０円、雑収益で９１万5,４４

２円、計6,１４３万4,４６０円の収益でご

ざいます。 

  ４の営業外費用で、受託工事費用４８６

万2,９６５円、支払利息5,８８１万4,０９

４円、雑支出３６２万８９２円、計6,７２

９万7,９５１円でございます。 

  以上のことから、経常損失といたしまし

て9,１６６万2,３４５円となりました。 

  ５の特別利益は、過年度損益修正益で１

万6,７２１円でございます。 

  ６の特別損失は、過年度損益修正損で３

１２万3,７０２円でございます。 

  以上のことから、当年度純損失といたし

まして9,４７６万9,３２６円となり、平成

２２年度繰越欠損金２億7,４３０万4,６２

１円を加えまして、平成２３年度の未処理

欠損金が３億6,９０７万3,９４７円となり

ました。 

  続きまして４ページでございます。 

  平成２３年度豊能町水道事業剰余金計算

書を御説明申し上げます。 

  今回から、剰余金計算書は法改正に伴い

様式が変更となっております。 

  初めに、資本金は、平成２２年度末残高

４２億８２３万6,８８１円であり、当年度

変動額は5,０３６万6,８１５円の減となり、

当年度末残高は４１億5,７８７万６６円と

なりました。 

  剰余金の資本剰余金でございます。 

  工事負担金は、平成２２年度末残高と同

額の２７億3,５６９万5,２０７円となって

おります。 

  受贈財産評価額も、平成２２年度末残高

と同額の３１億1,９２９万2,０２９円とな

っております。 

  国庫補助金も、平成２２年度末残高と同
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額の4,０９３万1,０００円となっておりま

す。 

  翌年度へ繰り越す資本剰余金合計は、５

８億9,５９１万8,２３６円となります。 

  次に、利益剰余金でございます。 

  減債積立金と利益積立金の残高はござい

ません。 

  建設改良積立金は、平成２２年度末残高

は4,２４４万4,９７３円でしたが、平成２

３年度、1,８２４万4,９７３円処分いたし

ましたので、平成２３年度末残高は2,４２

０万円となっております。 

  未処理利益剰余金は、平成２２年度の欠

損金は２億7,４３０万4,６２１円で、平成

２３年度の欠損金が9,４７６万9,３２６円

であり、繰越欠損金年度末残高は３億6,９

０７万3,９４７円であります。したがいま

して、資本金合計は９７億８９１万4,３５

５円であります。 

  続きまして、５ページでございます。 

  平成２３年度豊能町水道事業剰余金（欠

損金）処理計算書でございます。 

  資本金の当年度末残高は４１億5,７８７

万６６円であり、処分額はございませんで

したので、翌年度繰越金は同額の４１億5,

７８７万６６円でございます。 

  資本剰余金の当年度末残高は、５８億9,

５９１万8,２３６円であり、処分額はござ

いませんでしたので、同額を翌年度へ繰り

越すものでございます。 

  未処理欠損金の当年度末残高は３億6,９

０７万3,９４７円であり、処分額はござい

ませんでしたので、翌年度へ同額を繰り越

すものでございます。 

  なお、６ページ以降の豊能町水道事業貸

借対照表の説明は省略させていただきます。 

  以上でございます。どうかよろしく御審

議賜りまして御認定いただきますようお願

い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、８月３０日午前９時３０分より

会議を開きます。 

  本日はどうも長時間御苦労さまでござい

ました。 

 

散会 午後２時３３分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

第 ３号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の決定） 

第 ４号報告 平成２３年度豊能町水道事業会計予算継続費精算報告書報 

       告の件 

第 ５号報告 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の 

       結果に関する報告の件 

第３４号議案 豊能町消防本部及び消防署の設置等に関する条例改正の件 

第３５号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

第３６号議案 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

第３７号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件 

第３８号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第３９号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第４０号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第４１号議案 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第 １号認定 平成２３年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２３年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２３年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２３年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２３年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決 

       算の認定について 



 

 1－25 

第 ８号認定 平成２３年度豊能町水道事業会計決算の認定について 



 

 1－26 

    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ２番 

 

        同    ３番 

 


